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15 まちの防災力強化にあなたの協力が不可欠。
日頃の減災活動が被害減少のかぎを握る。

近
い将来に発生すると予想されてい
る首都直下地震は1995年に発生

した阪神淡路大震災以上の被害が予測
されています。しかし、地震直後における
公的機関からの支援はほとんど期待でき
ないと言われています。そのような中で、
皆さんで今できることはなんでしょうか？

阪
神淡路大震災では消防や自衛隊

などに助け出された人よりも近

隣住民に助け出された人の方が3倍以

上もいました。近所と連携した助け合い

（共助）によって被害拡大を防いだのです。

いま、首都直下地震に向けて地域でや

るべきことはなんでしょうか？

出典：西宮市震災写真情報館

撮影：大木本美通 提供:神戸大学附属図書館 震災文庫

近隣住民により助け出された
27,000人

近隣住民により助け出された
27,000人

消防・自衛隊等により助け出された
8,000人

消防・自衛隊等により助け出された
8,000人

あなたがいまできることは？
首都直下地震！！

1995年に発生した阪神淡路大震災では、約27,000名が家族や近隣住民によって助け出されまし
た。大規模な震災時には多数の家屋倒壊、火災などが発生し、負傷者も大勢いました。しかし、
消防や警察、自衛隊の規模ではなかなか対応が出来ません。さらに、受け入れ病院にも限界が
あるため、住民による自助と共助が不可欠となります。自分の命を守るためにまずは自宅の防災対策から始めましょう。
さらに、地域で一丸となって災害に立ち向かうためには日頃からの防災活動が大切です。ぜひ、地域の防災活動へ積極的
に参加をしましょう。

特集
P1〜3

出典：西宮市
震災写真情報館撮影 ： 大木本美通 提供 : 神戸大学附属図書館 震災文庫
出典：西宮市
震災写真情報館撮影 ： 大木本美通 提供 : 神戸大学附属図書館 震災文庫

撮影：大木本美通 提供:神戸大学附属図書館 震災文庫

出典：西宮市震災写真情報館

四谷地区協議会だより No.

2
第 2号

平成 22 年 3 月発行



短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画

中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画

長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画

計画�では、どのような防災活動を実施する
か話し合います。住んでいる地区の被
害想定や防災マップなどを参考にす
ると良いでしょう。

実行�では、計画で挙げられた情報を基にど
のような対策が出来るか話し合います。

検証では、現在のまちの防災能力で対応
が可能か検証しましょう。

改善では、浮き彫りになった課題の改善に
向けて活動しましょう。

まずはきっかけ作りとして、講習会や
勉強会を通じて住民にまちの危険性
や防災まちづくりの必要性を認識して
もらいましょう。

防災まちづくりの取り組みの幅

まちの住民に実際に発災への対応
を行ってもらいます。右図は火災へ
の対応、上図は負傷者への対応の
様子です。

住民が被害情報を収集し本部に伝達することで
まちの状況をより早く把握することが出来ます。

工学院大学
〒163-8677

東京都新宿区西新宿1-24-2
電話：03-3340-3442

地域の防災訓練のお問い合わせ

合同会社グローバルリンク
〒251-0044

神奈川県藤沢市辻堂太平台1-4-A410
電話：080-5055-6820

Email : global-link@m3.gyao.ne.jp

新宿区危機管理課
〒160-8484

東京都新宿区歌舞伎町1-4-1
電話：03-3209-1111（代表）

四谷特別出張所
〒160-8581

東京都新宿区内藤町87番地
電話：03-3354-6171

計画では、中期計画で作成した点検マップを基に実践を想
定した防災活動計画を立てます。

実行�では、点検マップ作成において発掘した課題への対処
が可能か防災訓練を実施します。落下物がありそうなと
ころには模擬負傷者を配置します。木造家屋周辺には
模擬火災の看板を設置します。訓練時には住民が自ら
対処をします。さらに、その被害情報を本部に伝達する
ことも行います。これにより公的機関に的確な援助を要
請することが出来ます。

検証では、現在の班員構成で対応が可能か、あるいは短時
間での対応が可能かについて検証します。

改善�では、浮き彫りになった課題を整理し、改善していきま
しょう。また、訓練計画についても次年度に向けて改良
していきましょう。

3 ※特集記事の執筆には、工学院大学及び合同会社グローバルリンクにご協力いただきました。



短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画短期計画

中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画中期計画

長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画長期計画

防災まちづくりの取り組みの幅

計画では、短期計画で浮き彫りになった課題の改善事項
などを計画に盛り込みます。

実行では、まちあるきなどをして危険箇所や災害時に役立
つ資源を発掘し、点検マップ（下図）を作成しましょう。

検証では、危険箇所などについてどのような対策を行う
必要があるか話し合いをしましょう。

改善では、点検マップを広く公表し、まち全体で課題の
認識をしていきましょう。

まちの危険箇所や役立つ資源を発掘するために
まちあるきをしましょう。

点検した内容をマップに書き込み、まちで課題の
共有を行いましょう。

良い点、悪い点をまとめ
ておくとわかりやすいで
しょう。

（出所：新宿一丁目町会と工学院大学が作成）

地域の防災活動に参加しよう地域の防災活動に参加しよう

2

今年度、花園小学校エリアの防災訓練は工学院大学の協力を得て実施されました。
今回の特集による情報の共有が、四谷地域での自助と共助を考える上で活用されることを願います。
� 四谷地区協議会課題別プロジェクト　防災・地域安全　リーダー　大塚 光男

『地域防災訓練を考える!!』



4

か
で
国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
任
せ
に
せ

ず
、
私
た
ち
地
域
（
町
会
、
自
治
会
、
地
域

諸
団
体
）
が
、
行
動
の
意
志
と
意
欲
を
も
っ

て
、
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
。」
と
確

信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決

を
図
ろ
う
と
組
織
さ
れ
た
地
区
協
議
会
の
重

要
性
を
さ
ら
に
認
識
し
ま
し
た
。

第
2
分
科
会
リ
ー
ダ
ー　

大
友

　敏
郎

方
に
立
ち
戻
り
、
自
治
・
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
《
新
た
な
自
治
の
理
念
・
し
く
み
》

の
構
築
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
と
は
何

か
、
自
治
と
は
何
か
、
区
民
と
新
宿
区
と
の

関
係
や
新
宿
区
と
都
、
国
と
の
関
係
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
認
識
の
も

と
、
私
た
ち
自
身
が
地
域
社
会
の
課
題
を
解

決
す
る
主
体
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

て
、
新
宿
区
政
の
活
動
を
的
確
に
把
握
す
る

と
と
も
に
私
た
ち
の
意
思
が
反
映
す
る
よ
う

そ
の
運
営
に
主
体
的
に
参
加
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

 

「
自
治
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
読
む

と
、「
自
ら
治
め
る
」
で
す
。
そ
の
意
味
で

の
自
治
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
区
民

が
主
体
と
な
っ
て
区
政
に
参
加
し
、
基
本
的

人
権
が
保
障
さ
れ
る
総
合
的
で
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
窓
口
業

務
、
医
療
福
祉
、
教
育
等
）
を
実
現
し
、
あ

わ
せ
て
区
民
等
（
区
民
・
N
P
O
・
地
域
企

「
自
治
」
を
考
え
る

　

今
、
新
宿
区
で
は
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
区
民
・
議
会
・
区
の
三
者
で
「
自

分
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
政
府
組
織
に

自
分
た
ち
自
身
が
関
与
し
て
い
く
位
置
づ

け
」
が
討
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
協
議

会
で
も
区
民
検
討
連
絡
会
に
代
表
を
送
り
地

域
の
声
を
反
映
し
た
意
見
を
述
べ
て
い
ま

す
。
広
報
誌
「
声
」
で
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に

自
治
を
考
え
、
ご
意
見
を
伺
い
、
地
域
代
表

で
あ
る
委
員
が
そ
の
声
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
企
画
し
ま
し
た
。
皆
様
の
読
後
の
感
想
、

ご
意
見
、
ご
質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

業
な
ど
）
が
担
う
公
共
（
例
え
ば
、
江
戸
時

代
で
は
河
川
の
改
修
や
道
づ
く
り
な
ど
を
地

域
の
人
々
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。）
を
自
主

的
に
連
携
し
て
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
区
民
検
討
会
議 

四
谷
地
区
協
議
会
代
表

高
野

　健

「
ム
ト
ス
」
の
精
神 
�

―
飯
田
市
自
治
基
本
条
例
現
地
視
察
―

　

新
宿
区
地
区
協
議
会
連
絡
会
で
は
、
平
成

21
年
8
月
25
日
〜
26
日
、
既
に
自
治
基
本
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
飯
田
市
を
視
察
に
行

き
ま
し
た
。

　

飯
田
市
の
自
治
基
本
条
例
前
文
（
注
１
）

に
は「
ま
ち
づ
く
り
に
進
ん
で
参
加
す
る『
ム

ト
ス
』
の
精
神
を
次
の
時
代
へ
確
実
に
引
き

継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
謳
っ
て

い
ま
す
。『
ム
ト
ス
』
と
は
、
広
辞
苑
の
最

後
に
出
て
く
る
言
葉
の
「
ん
と
す
」
の
こ
と

で
、「
…
し
よ
う
」
と
い
う
、
行
動
へ
の
意

志
や
意
欲
を
表
す
言
葉
だ
そ
う
で
す
。
訪
れ

た
飯
田
市
役
所
で
は
、
市
議
会
議
長
が
自
治

基
本
条
例
の
成
立
の
過
程
を
語
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
議
長
は
、
市
民
と
議
会
が
力
を
あ

わ
せ
て
制
定
し
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
特
に

市
議
会
が
党
派
を
超
え
て
全
会
一
致
で
こ
の

条
例
を
可
決
し
た
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
視
察
を
通
し
「
財
政
赤
字
の
な

住
民
が
主
体
と
な
る

ま
ち
づ
く
り 

�

―﹁
自
治
﹂と
い
う
言
葉
―

　

そ
も
そ
も
「
自
治
」
っ
て
ど
の
様
な
こ
と

だ
ろ
う
。
大
辞
林
で
引
く
と
自
治
と
は
、『
①

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
で
処
理
す
る

こ
と
。
②
人
民
が
国
の
機
関
に
よ
ら
ず
自
ら

の
手
で
行
政
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
地
域
団

体
に
よ
る
地
方
自
治
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。』

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

 

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
な
さ
い
」
と
子

供
の
頃
、
親
か
ら
の
躾

し
つ
け
で
こ
ん
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
宿
区
民

会
議
提
案
書
に
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
自

分
た
ち
で
治
め
る
と
い
う
自
治
本
来
の
考
え

ワークショップ風景（飯田市において）

（
注
1
）
○
飯
田
市
自
治
基
本
条
例
前
文

�

（
平
成
18
年
9
月
21
日
制
定
条
例
第
40
号
）

　

わ
た
く
し
た
ち
の
住
む
飯
田
市
は
、
美

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
地
域
の
風
土
に
根

付
い
た
伝
統
や
文
化
に
支
え
ら
れ
た
人
情

豊
か
な
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
、
伊
那
谷
の

中
心
都
市
と
し
て
躍
進
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
互
い
に

助
け
合
い
協
力
し
、
特
色
の
あ
る
地
域
活

動
や
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
分
権
型
社
会
や
少

子
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
社
会
構
造

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
進
ん
で
参
加
す
る「
ム
ト
ス
」の
精
神
を
、

次
の
時
代
へ
確
実
に
引
き
継
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
飯
田
市
市
民
憲
章

に
う
た
わ
れ
た
市
民
と
し
て
の
心
構
え
と

理
念
を
尊
重
し
、
協
働
し
て
、
市
民
が
主

体
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
こ
こ
に
、
新
た
な
自
治
の
仕
組
み

を
定
め
る
飯
田
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

散策路にある看板です！



　

協
議
会
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

の
ひ
と
つ
と
し
て
い
ま
す
。
切
り
口
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
観
光
に
焦
点
を
あ

て
四
谷
の
魅
力
を
探
る
こ
と
と
し
、
今
年
度

東
京
都
に
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

現
在
講
師
か
ら
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

「
四
谷
の
魅
力
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
意

見
が
出
ま
し
た
。

�

♪
江
戸
、
明
治
を
今
に
残
す
文
化
の
眠
る
街

♪
時
代
小
説
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
場
所
が

多
く
あ
る
。

♪
緑
が
多
い
。

♪
寺
町
谷
町
の
特
色
が
あ
る
。

♪
四
谷
に
点
在
す
る
様
々
な
神
社
仏
閣
、
そ

こ
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
仏
。
そ
れ
ら
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
い
。

♪
文
化
を
伝
え
る
人
々
が
住
む
町
で
あ
る
。

♪
坂
、
横
丁
が
多
く
当
時
の
名
前
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
。

♪
新
宿
通
り
が
整
備
さ
れ
風
の
通
り
道
に

な
っ
て
い
る
。
ま
っ
す
ぐ
歩
き
な
が
ら
途
中

で
横
丁
に
寄
り
道
で
き
る
楽
し
さ
が
あ
る
。

※
皆
様
の
ご
意
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

	

ぜ
ひ
「
声
」
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 ワークショップ風景（飯田市において）江戸時代の内藤新宿現在の四谷見附周辺

　新
宿
区
の
推
進
す
る
「
玉
川
上
水
を
偲
ぶ
川
の
流
れ

の
創
出
」
計
画
に
よ
る
工
事
が
新
宿
御
苑
の
散
策
路
で

着
工
さ
れ
ま
し
た
が
、「
未
だ
多
く
の
地
域
の
人
達
が

計
画
を
知
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
ま
た
、
新
宿
区

と
地
域
住
民
が
連
携
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
知
り
た

い
」
と
協
議
会
内
部
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を

も
と
に
区
の
担
当
者
に
質
問
し
ま
し
た
！

−今回は地区協自身で質問！−
◉
地
域
へ
の
周
知
を
も
っ
と
し
て
欲
し
い
。ご
存
じ
な
い
方
が
多
く
残
念
だ
と
感
じ
ま
す
。

◉
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。「
流
れ
」が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
水
に
触
れ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス（
親
水
場
所
）、水
辺
の
生
物
が
棲
め
る
場
所
の
設
置
を

希
望
し
ま
す
。

◉
検
討
委
員
会
で
は
地
域
代
表
の
方
が（
検
討
委
員
）代
表
に
な
っ
て
意
見
で
き
る
よ
う

で
す
が
、
代
表
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
の
人
達
の
声
を
聞
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
方

法
で
周
知（
Ｐ
Ｒ
）し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
？

基
本
計
画
に
は
維
持
管
理
体
制
に

住
民
・
新
宿
区
・
新
宿
御
苑
が
一

緒
に
協
働
す
る
構
想
が
書
か
れ
て

い
ま
す
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
計
画
で

し
ょ
う
か
？　

公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
の
よ
う
な

人
を
募
集
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
？

既
に
水
質
の
改
善
等
の
計
画
が
あ

る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
？　
ま
た
ビ
オ
ト
ー
プ
や
親
水
場

所
の
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

検
討
委
員
以
外
の
人
は
ど
こ
に
要

望
・
質
問
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

現
在
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
玉
川

上
水
を
偲
ぶ
流
れ
の
整
備
計
画
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
の

１
階
に
整
備
計
画
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
す

る
予
定
で
す
。
今
後
と
も
、
で
き
る
限
り
様
々

な
機
会
を
通
し
て
玉
川
上
水
を
偲
ぶ
流
れ
を

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
P
R
に
努

め
ま
す
。利

用
者
の
利
便
及
び
管
理
上
の
整
合
を

図
る
た
め
、
国
と
区
の
施
設
が
で
き
る

だ
け
一
体
的
な
管
理
と
な
る
よ
う
、
現
在
、
管

理
体
制
に
つ
い
て
、
新
宿
御
苑
と
一
緒
に
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理
に
参
加

生
き
物
に
影
響
を
与
え
ず
に
水
の
透
明

度
を
確
保
す
る
た
め
、
紫
外
線
と
オ
ゾ

ン
を
活
用
し
た
消
毒
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
生

き
物
が
生
息
で
き
る
よ
う
な
自
然
な
水
路
と
し

て
維
持
す
る
た
め
、
基
本
的
に
は
眺
め
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ど
り
公
園
課
公
園
計
画
係
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

電  

話　
０
３
・５
２
７
３
・３
９
１
５（
直
通
）

F
A
X

０
３
・３
２
０
９
・５
５
９
５

Q1Q2A A

AA

教えて地区協！

5

Q3Q4

観
光
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　―
四
谷
の
魅
力
・
四
谷
ら
し
さ
は
何
？
―

を
希
望
す
る
方
が
い
れ
ば
、
是
非
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

散策路にある看板です！
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　沖田総司逝去の地とされる注 1 植木屋柴田平五郎宅跡地に「標
柱建碑（設置）」を求めて独自に活動し新宿区に陳情書（要望）
を提出された注 2 歴史研究家　あさくら ゆう氏が活動の理由と経過
を説明するため、地区協議会に来会され「（自分が）このような
活動を四谷地域でしていることを、ぜひ地域の方に知っていた
だきたい。」と話されました。

注 1：現大京町 28、29 番地周辺
注 2：主に幕末史に関する人々の発掘、既存の史実の研究、執筆

活動をされている。

　育成会あいさつ運動が東京都 ･ 心の東京
革命より、平成 21 年 10 月 14 日に表彰を受ける
ことができました。ひとえに四谷地区協議会・
町会・学校・PTA・地域の皆様方のご協力によるものと受け
止め心より御礼申し上げます。

※四谷地区協議会では、あいさつ運動をとおし四谷子ども見守り隊
活動を展開しています。

地 域 活 動 ト ピ ッ ク ス

沖田総司逝去の地建碑運動について
あさくら ゆう氏（歴史研究家）の活動

合い言葉は、“知っている人を増やそう”
—四谷地区青少年育成委員会—

　

昨
年
11
月
、
協
議
会
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
江

戸
東
京
の
内
藤
と
う
が
ら
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
「
江
戸
野
菜
で
あ
る

と
う
が
ら
し
の
復
活
を
通
し
多
様
で
豊
か
に

な
っ
た
現
代
の
「
食
文
化
」
に
焦
点
を
当
て

本
来
の
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
模
索
し
た

い
…
」
と
、
活
動
趣
旨
を
お
話
し
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

お
話
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、
江
戸
時
代
の

内
藤
新
宿
一
帯
は
秋
に
な
る
と
内
藤
藩
の
栽

培
す
る
と
う
が
ら
し
（
上
を
向
い
て
実
る
八

房
と
い
う
品
種
）
で
赤
い
絨
毯
が
敷
か
れ
た

様
な
光
景
が
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
歴
史
的

な
背
景
か
ら
も
四
谷
で
育
て
て
み
た
い
と

い
う
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て

内
藤
と
う
が
ら
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
江
戸
東
京
）の
活
動
の
紹
介絵：渡邊昭一氏

（スローフード江戸東京メンバー）

き
ま
し
た
。

　

内
藤
と
う
が
ら
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
四
谷

中
学
校
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
予
て
か
ら
の

四
谷
学
と
い
う
同
校
独
自
の
授
業
で
ぜ
ひ
来

年
度
取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
新
宿

四
谷
の
名
物
で
あ
っ
た
内
藤
と
う
が
ら
し
の

復
活
を
目
指
し
て
、
歴
史
・
栽
培
・
料
理
・

ア
ー
ト
に
と
生
徒
た
ち
が
挑
戦
す
る
予
定
で

す
。
同
校
は
来
年
度
新
宿
区
初
の
地
域
協
働

学
校
と
し
て
地
域
と
の
連
携
協
働
を
学
校
運

営
協
議
会
の
も
と
積
極
的
に
推
進
す
る
計
画

で
、
内
藤
と
う
が
ら
し
の
復
活
を
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
進
め
た
い
と
の
希
望
で
す
。
第

3
分
科
会
は
学
校
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
、
内
藤
と
う
が
ら
し
の
花
い
っ
ぱ
い

プ
ラ
ン
タ
ー
追
加
設
置
・
情
報
発
信
な
ど
連

携
協
力
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
谷
地
区
協
議
会
第
3
分
科
会
リ
ー
ダ
ー

田
中

　健
士

四谷ひ
ろば便り四谷ひ
ろば便り

新宿区立四谷第四小学校・幼稚園が、
「四谷ひろば」に変わって2年になります！

地域ひろばでは、地域のコミュニティとして、
いろいろなことを考え、取組んでいます。
地域のボランティアで運営している団体です。
皆様のご利用・ご支援をお願いいたします。

■地域ひろばは、
＊世代を超えた「交流の場」
＊地域住民による地域貢献活動の場
＊地域文化の発信拠点
　　　　　　　  　　を目指しています。

Yotsuya  Public  Squar

四谷ひろば運営協議会
〒160-0004　東京都新宿区四谷 4-20
TEL/FAX　　03-3358-9140
ホームページ http://yotsuya-hiroba.jp
休館日：木曜日　受付：9:00～17:00

「地域ひろば」と「東京おもちゃ美術館」
「CCAAアートプラザ」の三つが活動しています。
ぜひ、遊びに来て下さい。
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シ
ニ
ア
健
康
体
操
教
室健康な汗を流してがんばっています

 

「
地
域
安
全
・
安
心
」
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
四
谷
消
防
署
の
指
導
、
協
力

を
い
た
だ
き「
乳
幼
児
の
た
め
の
救
命
救

護
講
習
会
」を
12
月
8
日（
火
）に
四
谷
地

域
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
、
乳
幼
児
の
「
も
し
も
…
」
に
対

応
で
き
る
A
E
D
の
操
作
、
人
工
呼
吸

法
な
ど
を
赤
ち
ゃ
ん
の
等
身
大
人
形
を
使

い
体
験
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
命
と
向
き

合
う
こ
と
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

※協議会では今後も救命救護講習会を開催して参ります。尚、復習講座としても受講可能です！

　

私
は
若
い
頃
、
運
動
が
好
き
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー
な
ど
、
活
発
に
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
10
年
前
脳
梗
塞
を
お
こ
し
身
体

に
麻
痺
が
残
っ
て
し
ま
う
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
た
の
で
す
が
、

施
設
で
の
滞
在
時
間
は
長
い
わ
り
に
は
蔓

延
と
し
た
運
動
の
継
続
で
な
か
な
か
効
果

が
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
昨
年
の
10
月
に
四
谷
特
別
出
張
所
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
で
た
ま
た
ま
紹

介
さ
れ
た
講
座
が
「
シ
ニ
ア
健
康
体
操
教

室
」
で
し
た
。
最
初
は
体
操
が
き
つ
く
感

じ
て
家
に
帰
る
と
疲
れ
果
て
て
し
ま
い
、

「
や
は
り
無
理
か
な
…
」
と
思
い
主
治
医

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
辞
め
て
は
何
に

も
な
ら
な
い
。
継
続
し
て
み
な
さ
い
。」

と
勧
め
ら
れ
、
が
ん
ば
っ
て
続
け
た
と
こ

ろ
だ
ん
だ
ん
運
動
機
能
が
向
上
し
て
き
ま

し
た
。
毎
週
1
回
充
実
し
た
内
容
の
体
操

を
1
時
間
み
っ
ち
り
運
動
す
る
こ
と
で
め

き
め
き
変
化
が
現
れ
、
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
教
室
を
大
勢
の
地

域
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
、

低
料
金
（
1
回
2
0
0
円
）
で
受
講
で

き
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
こ
の
よ
う
な
場
所
（
四
谷
ひ
ろ
ば
）
が

で
き
た
こ
と
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
自
分
が

住
ん
で
い
る
所
は
少
々
遠
い
の
で
す
が
、

往
復
の
道
の
り
も
運
動
だ
と
思
い
一
日
も

3

3

3

休
ま
ず

3

3

3

に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

受
講
を
き
っ
か
け
に
四
谷
ひ
ろ
ば
「
大

人
の
サ
ロ
ン
」
の
活
動
や
、
新
宿
い
き
い

き
体
操
の
講
習
に
も
意
欲
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
操
を
続
け
な

が
ら
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

〈
新
宿
一
丁
目
在
住　

S
・
K
様
〉

　

四
谷
地
区
協
議
会
で
は
地
域
諸
団
体

と
連
携
し
て
四
谷
地
区
健
康
体
操
教
室

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
シ

ニ
ア
健
康
体
操
教
室
以
外
に
も
町
会
、

四
谷
中
学
校
、
花
園
小
学
校
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
で
転
ば
ぬ
先
の

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
裏
面
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
病
中
病
後
の
方
は
受
講
に
あ
た
り
主
治

医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
も
し
も
…
を

救
う
た
め
に
！

　
　シニ
ア
健
康
体
操
に
参
加
し
て

親子で命と向き合って

Q：	受講されたご感想は？
A：	貴重な体験ができました。時間がたつ
と忘れそうなので、復習講座があれば
よいと思います。次回の開催を期待し
ています。

Q：	お子様同伴についてはいかがでしたか？
A：	子どもが小さいので全面保育でなくよ
かった。子どもはプレイルームと自由
に行き来していたが、見守る係の方が
いて安心して受講できました。

今回参加していただいた
� 「A.Yさんの声」です。

　

協
議
会
が
中
心
と
な
り
地
域
で
推
進
し

て
い
る
、
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
体
操
「
シ

ニ
ア
健
康
体
操
教
室
」（
四
谷
ひ
ろ
ば
会
場
）

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
委
員
会
の
先
生
と

毎
週
火
曜
日
50
名
近
く
の
方
が
体
育
館
で

は
つ
ら
つ
と
体
操
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
全
員
が
最
初
か

ら
お
元
気
で
い
ら
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
に
は
病
気
の
後
遺
症
に
悩
み
な
が

ら
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
今
号
で
は
そ
の
よ
う
な
方
の
体
験

談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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編集・発行 四谷地区協議会　
【事務局】（四谷特別出張所内） 
〒160－8581　新宿区内藤町 87 番地
電話 3354－6171　FAX.3350－9403
E-mail：http://www.city.shinjuku.lg.jp  

四谷特別出張所に地区協議会 BOX を設置して
います。
自治に関する意見・コミュニティ生活の中で感じ
る事柄、　まちづくりに関する提案・疑問、表紙を
飾る四谷のワンショット写真、協議会活動に関す
るご質問・ご意見……など
備え付けの用紙・封筒に必要事項をご記入の上ご
投函ください。
～あなたの声が四谷を…～　変えます !!
お気軽にお寄せください。

随時募
集!!

次号は10月発行予定です。お楽しみに！

新宿区が利用するドメイン名称が
変更になりました

四谷特別出張所（四谷地区協議会事務局）
電子メールアドレス 新宿区公式ホームページのURL

現　行 yotsuya@city.shinjuku.tokyo.jp www.city.shinjuku.tokyo.jp

変更後 yotsuya@city.shinjuku.lg.jp www.city.shinjuku.lg.jp

四谷のお宝さがし
～秘話・こぼれ話を御紹介～

【先祖から伝わる歴史的写真】
◉

第 2 回 四谷お宝さがし発表会　歴史記録賞
　三代以上前から四谷にお住まいの Y・T さんが自宅を
建替えた際に大量に出てきた古い写真…その数 100 枚以
上。その写真たちの時空を超えた旅のお話です。

　Y・T さんの曽々祖父磯村年氏は陸軍大将乃木希典の
参謀であり、5 代前の高曾祖父は当時日本領であった釜
山で牧場を経営していました。ちなみに元 NHK アナウ
ンサー磯村尚徳氏はご親族にあたるとのことです。昔の
ことは一族の言伝えとして語り継がれていたそうです
が、それを裏付ける膨大な写真の束が発見され、家族に
とっては先祖を偲ぶ大切な品々と喜ぶ一方で「この写真
たちが何かの役にたつのでは…？」と思っていた矢先、
四谷お宝さがしの募集チラシが目に留まり、「ここで何
か糸口が見つかるのでは…」と、ご応募されました。
　こうして写真は釜山から日本そして四谷へ旅し、歴史を
語るお宝として、衆目を集めることになったのです。
そして、昨年 3 月に開催されたお宝さがし発表会で、実
行委員は鑑定士から「このお宝は然るべきところでの保
管を検討すべき」とアドバイスされました。
　そこで早速実行委員は Y・T さんを新宿歴史博物館の
鈴木靖副館長にご紹介し、相談した結果、鈴木副館長が
然るべきところを探してくださることになりました。
　しばらくして、行き先は学習院大学東洋文化研究所に
決まりました（学習院は乃木希典が第 10 代院長を務め
た学校）。そこに文部科学省オープンリサーチセンター
整備事業のプロジェクトとして朝鮮総督府関連資料の調 ※四谷のお宝さがしでは、今後も「お宝の心」を大切にしな

　がら活動を続けて参ります。

査を目的とした研
究をするセクショ
ンが立ち上がって
いたのです。李 正
勲学習院大学東洋
文化研究所助教は
貴重な資料の寄付
を大変喜ばれまし
た。今、写真たち
は歴史の証人として研究者に読み解かれています。
　又、今回写真と一緒に発見された中に「こころ」を初
めとする夏目漱石の本が数冊見つかりました。漱石が四
谷の商家に養子に出されたことや「こころ」に乃木希典
殉死のくだりが書かれていたりすることなど、多くの
接点と偶然の重なりを思う時、目に見えない歴史の糸に
操られながら想像の旅を楽しむことができます。

漱石文学評論

釜山小学校集合写真

Y・Tさんにご応募いただいた写真は、「縁」と「記憶」
の重要性を再認識させる契機となり、私たちの活動に
とってたいへん良い刺激となりました。学術的な研究に
よって、さらに深い歴史・文化の解明につながっていく
ことを実行委員一同願っております

　四谷お宝さがし実行委員長　豊村　泰彦
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